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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, vii ページ

• マニュアルの構成, vii ページ

• 表記法, viii ページ

• 関連資料, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, ix ページ

対象読者
このガイドは、主に既存の Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）インスタンスをアップグ
レードする必要があるユーザを対象にしています。

マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

説明タイトル章

UCS Manager GUIを使用して、Cisco UCSを、指定したリ
リースにアップグレードする概要を説明します。開始する

前に知っておく必要があるアップグレード手順やその他の

情報などが含まれます。

概要第 1章

アップグレードの前提条件について説明します。前提条件の実行第 2章

Cisco UCS Release 1.4(1)/1.4(2) から Release 1.4(3) へのアップグレード
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説明タイトル章

アップグレードに必要なファームウェアがある場所と、そ

れを Cisco UCSManagerにダウンロードする方法について
説明します。

ファームウェアの

ダウンロード

第 3章

アップグレードを実行するために必要な順序で従う必要が

ある手順について説明します。

ファームウェアの

アップグレード

第 4章

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

用途表記法

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキス

トは、boldフォントで示しています。
boldフォント

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指

定するための引数は、italicフォントで示しています。
italicフォント

システムが表示するターミナルセッションおよび情報

は、courierフォントで示しています。
courierフォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワー
ドは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符
を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲

んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角

カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）があ
る場合には、コメント行であることを示します。

!、#
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「注釈」です。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

「警告」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。警告

関連資料
Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）Bシリーズハードウェアおよびソフトウェアに関す
るすべてのマニュアルを一覧にしたロードマップは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次のURLで、毎月
更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規およ
び改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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ドキュメントのアップデート通知を受け取るには、Twitterで Cisco UCS Docsをフォローしてくだ
さい。
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第 1 章

Release 1.4(3) へのアップグレードの概要

この章の内容は、次のとおりです。

• ファームウェアの概要, 1 ページ

• ファームウェアイメージの管理, 2 ページ

• ファームウェアバージョン, 4 ページ

• Cisco UCS Release 1.4へのファームウェアアップグレード, 5 ページ

ファームウェアの概要
CiscoUCSでは、シスコから取得し、シスコによって認定されたファームウェアを使用して、Cisco
UCSインスタンスのエンドポイントをサポートします。各エンドポイントは、ファームウェアが
機能するために必要なインスタンスのコンポーネントです。 Cisco UCSインスタンスのエンドポ
イントのアップグレード順序は、アップグレードパスによって異なります。次の項目が含まれま

す。

• Cisco UCS Manager

• I/Oモジュール

•ファブリックインターコネクト

• NICや HBAファームウェア、サービスプロファイルに含まれているファームウェアパッ
ケージを使用してアップグレードできるオプション ROM（該当する場合）など、アダプタ
上に物理的に存在するエンドポイント

•サービスプロファイルに含まれているファームウェアパッケージを使用してアップグレー
ドできるBIOS、ストレージコントローラ（RAIDコントローラ）、Cisco IntegratedManagement
Controller（CIMC）など、サーバ上に物理的に存在するエンドポイント

CiscoUCSインスタンスのエンドポイントをアップグレードする適切な順序を確認するには、アッ
プグレードパスに必要な手順の順序を参照してください。
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Cisco UCS Release 1.4(1)以降では、シスコは 1つの大きなファームウェアパッケージではな
く、複数のバンドルでファームウェアアップグレードをリリースしています。詳細について

は、ファームウェアイメージの管理, （2ページ）を参照してください。

（注）

シスコでは、このマニュアルおよびテクニカルノート『Unified Computing System Firmware
ManagementBest Practices』において、ファームウェアイメージおよびファームウェアアップデー
トを管理するための一連のベストプラクティスを保持しています。

このマニュアルでは、ファームウェアの管理について、次の定義を使用しています。

アップグレード

エンドポイントで実行しているファームウェアを、リリースやパッチなどの他のイメージに

変更します。アップグレードには、アップデートとアクティベーションが含まれます。

アップデート

ファームウェアイメージをエンドポイントのバックアップパーティションにコピーします。

アクティブ化

バックアップパーティションのファームウェアをエンドポイントのアクティブなファーム

ウェアバージョンとして設定します。アクティベーションには、エンドポイントのリブー

トが必要な場合やリブートが発生する場合があります。

Management Extensionおよび機能カタログのアップグレードの場合は、アップデートとアクティ
ブ化が同時に行われます。このようなアップグレードについては、アップデートまたはアクティ

ブ化のいずれかのみを実行する必要があります。両方の手順を実行する必要はありません。

ファームウェア管理および個別のコンポーネントのアップグレードの詳細については、Cisco
UCS Managerコンフィギュレーションガイドを参照してください。

（注）

ファームウェアイメージの管理
シスコでは、CiscoUCSコンポーネントに対するすべてのファームウェアのアップデートをイメー
ジのバンドルで配布します。 Cisco UCSファームウェアアップデートは、次のバンドルでダウン
ロードできます。
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Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドル

このバンドルには、次のコンポーネントのアップデートに必要な次のファームウェアイメー

ジが含まれます。

• Cisco UCS Managerソフトウェア

•ファブリックインターコネクトのカーネルファームウェアとシステムファームウェア

• I/Oモジュールのファームウェア

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル

このバンドルには、Cisco UCSインスタンスのブレードサーバのファームウェアをアップ
デートするために必要な次のファームウェアイメージが含まれます。CiscoUCSManagerで
最新のインフラストラクチャバンドルに含まれていないブレードサーバがサポートされる

ように、リリースに対して作成されたバンドル以外に次のバンドルもインフラストラクチャ

バンドル間でリリースできます。

• CIMCファームウェア

• BIOSファームウェア

•アダプタファームウェア

•ボードコントローラファームウェア

•新規サーバで必要なサードパーティ製のファームウェアイメージ

Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバソフトウェアバンドル

このバンドルには、CiscoUCSManagerに統合され、CiscoUCSManagerによって管理される
ラックマウントサーバのコンポーネントのアップデートに必要な次のファームウェアイメー

ジが含まれます。

• CIMCファームウェア

• BIOSファームウェア

•アダプタファームウェア

•ストレージコントローラのファームウェア

このバンドルは、スタンドアロン Cシリーズサーバには使用できま
せん。このサーバのファームウェア管理システムでは、Cisco UCS
Managerに必要なヘッダーを解釈できません。スタンドアロン Cシ
リーズサーバのアップグレード方法については、Cシリーズのコン
フィギュレーションガイドを参照してください。

（注）
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また、シスコではリリースノートも提供しており、バンドルを取得したのと同じWebサイトから
入手できます。

ファームウェアバージョン
エンドポイントのファームウェアバージョンはエンドポイントのタイプによって異なります。

ファブリックインターコネクトに物理的に存在するエンドポイントのバージョンは、サーバまた

は I/Oモジュールに物理的の存在するバージョンと異なります。

CIMC、I/O モジュール、アダプタのファームウェアバージョン

各 CIMC、I/Oモジュール、アダプタには、フラッシュにファームウェア用の 2つのスロットがあ
ります。各スロットに 1つのバージョンのファームウェアを装着します。 1つのスロットはアク
ティブで、他方のスロットはバックアップスロットです。コンポーネントは、アクティブとして

指定されているスロットからブートします。

Cisco UCS Managerでは次のファームウェアバージョンの用語が使われます。

実行されているバージョン

実行されているバージョンは、アクティブで、エンドポイントで使用されているファーム

ウェアです。

スタートアップバージョン

スタートアップバージョンは、エンドポイントの次回のブート時に使用されるファームウェ

アです。CiscoUCSManagerはアクティベーション操作によって、スタートアップバージョ
ンを変更します。

バックアップバージョン

バックアップバージョンは、他方のスロットのファームウェアで、エンドポイントによっ

て使用されていません。このバージョンは、エンドポイントをアップデートしたが、まだ

アクティブにしていないファームウェアか、または最近アクティブ化されたバージョンに

よって交換された古いファームウェアバージョンなどです。 Cisco UCS Managerはアップ
デート操作によって、バックアップスロットのイメージを置き換えます。

スタートアップバージョンからエンドポイントをブートできない場合、バックアップバージョン

からブートします。

ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerのファームウェアバージョン

アクティブにできるのは、ファブリックインターコネクトのファームウェアとファブリックイン

ターコネクト上の Cisco UCS Managerだけです。すべてのイメージがファブリックインターコネ
クトに保存されるため、ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerファームウェ
アにはバックアップバージョンがありません。その結果、ブート可能ファブリックインターコ

ネクトイメージは、サーバ CIMCとアダプタのように、2つに制限されません。代わりに、ブー
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ト可能ファブリックインターコネクトイメージは、ファブリックインターコネクトのメモリの

空き領域と、そこに保存されるイメージの数によって制限されます。

ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerファームウェアには、カーネルファー
ムウェアとシステムファームウェアの実行されているバージョンとスタートアップバージョンが

あります。カーネルファームウェアとシステムファームウェアは、同じバージョンのファーム

ウェアを実行している必要があります。

Cisco UCS Release 1.4 へのファームウェアアップグレード
Cisco UCS Release 1.4(2)から Release 1.4(3)へのファームウェアアップグレードは、エンドポイン
トをアクティブ化し、更新されたホストファームウェアパッケージが適用された後にサーバがリ

ブートするために、最大 1分間のデータの中断に対応する必要がある場合、予定されたメンテナ
ンスウィンドウで計画する必要があります。

このファームウェアのアップグレードでは、次の方法を組み合わせる必要があります。

•エンドポイントでの直接のアップグレード。 2つのファブリックインターコネクトによるク
ラスタ設定の場合、直接のアップグレードによって、データトラフィックの中断を最小限に

することができます。ただし、Cisco UCSインスタンスに、直接アップグレードするエンド
ポイントのファームウェアポリシーをインクルードしないようにします。ファブリックイ

ンターコネクトが 1つだけの Cisco UCSインスタンスでは、トラフィックの中断が避けられ
ません。

•ホストファームウェアパッケージまたは管理ファームウェアパッケージ、またはその両方
を含むサービスプロファイルによって、サーバエンドポイントをアップグレードします。

この方法はデータトラフィックを中断させるため、メンテナンスウィンドウ時に実行する

必要があります。

直接のアップグレードは、サーバ BIOS、ストレージコントローラ、HBAファームウェア、
HBAオプション ROMなど、すべてのエンドポイントで利用できるわけではありません。そ
れらのエンドポイントは、サーバに関連付けられているサービスプロファイルに含まれてい

るホストファームウェアパッケージによって、アップグレードする必要があります。

（注）

Release 1.4(1) または 1.4(2) からのアップグレード時に必要な手順

この順序に従わないと、ファームウェアのアップグレードが失敗し、サーバで Cisco UCS
Managerの通信に問題が発生することがあります。

（注）
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このマニュアルの手順と推奨されるオプションによって、データトラフィックの中断を最小限に

します。そのため、Release 1.4のいずれかのバージョンから Release 1.4のそれよりも新しいバー
ジョンにアップグレードする場合は、次の順序でコンポーネントをアップグレードします。

1 次のファームウェアイメージをダウンロードします。

• Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドル：すべての Cisco UCSインスタ
ンスに必要です。

• Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル：ブレードサーバを含むす
べての Cisco UCSインスタンスに必要です。

• Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバソフトウェアバンドル：統合ラックマウン
トサーバを含むCisco UCSインスタンスのみに必要です。このバンドルには、Cisco UCS
Managerでこれらのサーバを管理できるようにするファームウェアが含まれます。標準の
Cシリーズラックマウントサーバには適用されません。

2 （任意）Call Homeをディセーブルにする：Cisco UCSインスタンスに Call Homeまたは Smart
Call Homeが含まれている場合、Call Homeをディセーブルにして、Cisco UCS Managerがコン
ポーネントを再始動したときに不要な警告を受け取らないようにします。

3 アダプタ、CIMC、および IOMを更新する：必要に応じて、ホストファームウェアパッケー
ジ内のアダプタを最後の更新手順の一部としてアップグレードできます。

4 アダプタをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore Compatibility Check]と [Set
Startup Version Only]を選択します。

5 CIMCをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore Compatibility Check]を選択し
ます。

6 Cisco UCS Managerをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore Compatibility
Check]を選択します。

7 I/Oモジュールをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore Compatibility Check]
と [Set Startup Version Only]を選択します。

8 従属ファブリックインターコネクトをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore
Compatibility Check]を選択します。

9 データパスが復元されたことを確認します。

10 プライマリファブリックインターコネクトをアクティブ化する：この手順を実行するときは、
[Ignore Compatibility Check]を選択します。

11 サーバの管理ファームウェアパッケージを更新する：サーバで CIMCを直接更新およびアク
ティブ化した場合、この手順を実行する必要はありません。

12 サーバのホストファームウェアパッケージを更新する：アップグレードされた最後のファー
ムウェアがある必要があります。そのファームウェアを持つサーバがさらにリブートされるの

を避けるため、この手順の間に、ボードコントローラファームウェアをアップグレードする

ことをお勧めします。ホストファームウェアパッケージ内の次のファームウェアをアップグ

レードする必要があります。
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• BIOS

•ストレージコントローラ

•一部のアダプタ

13 （任意）CallHomeをイネーブルにする：ファームウェアをアップグレードする前にCallHome
をディセーブルにしていた場合、それをイネーブルにします。

Cisco UCS B230 サーバの追加に必要な手順
最初の B230サーバを追加するとき、Cisco UCS Managerでサーバのサポートを追加するために、
次の順序で手順を実行する必要があります。

1 まだ実行していない場合は、Cisco UCSインスタンスを Release 1.4(1)以降にアップグレードし
ます。

2 サーバのインストレーションガイドの説明に従って、シャーシにブレードサーバを挿入しま

す。

3 Cisco UCS Managerが新しいサーバを検出するのを待ちます。数分以内にサーバの検出が開始
されない場合は、サーバを確認します。

B230サーバを追加するために、ManagementExtensionまたは機能カタログを更新する必要はあ
りません。必要なサポートは、それぞれの Cisco UCS Release 1.4インフラストラクチャバン
ドルに含まれています。

（注）

Cisco UCSラックマウントサーバの統合に必要な手順
既存のコCiscoUCSンポーネントのアップグレードが完了した後、CiscoUCSラックマウントサー
バを統合できます。ラックマウントサーバを統合するときは、次の順序で手順を実行する必要が

あります。

1 CiscoUCSManagerでラックサーバディスカバリポリシーを設定していない場合は、設定を行
います。

2 Cisco UCS Managerによって管理されるシステムでのラックマウントサーバのインストールお
よび統合については、サーバインストレーションガイドの手順に従います。

3 Cisco UCS Managerが新しいサーバを検出するのを待ちます。数分以内にサーバの検出が開始
されない場合は、サーバを確認します。
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アップグレードの注意、注意事項、およびベストプラクティス：Cisco
UCS

Cisco UCSインスタンスの任意のエンドポイントのファームウェアをアップデートする前に、次
の注意、注意事項、およびベストプラクティスを考慮してください。

設定の変更とアップグレードに影響を与える可能性がある設定

Cisco UCSインスタンスの設定に応じて、アップグレード後に設定を変更するには、次の変更が
必要な場合があります。障害などの問題を回避するには、必要な変更を行ってからアップグレー

ドすることを推奨します。

vNIC フェールオーバーと NIC チーミングの両方がイネーブルになっている場合、アップグレード
時にすべての接続が失われる可能性がある

ホストオペレーティングシステムレベルで、1つ以上の vNICで [Enable Failover]を設定し、同
時にNICチーミング/ボンディングを設定した場合は、ファームウェアのアップグレード時にすべ
ての接続が失われる可能性があります。いずれかの方法を使用して可用性を設計します。両方は

使用しないでください。

Cisco UCSインスタンスの 1つ以上の vNICに対してフェールオーバーをイネーブルにしているか
どうかを確認するには、サーバに関連付けられている各サービスプロファイル内で vNICの設定
を確認します。詳細については、実行しているリリースの Cisco UCS Managerコンフィギュレー
ションガイドを参照してください。

VLAN 4048 はリリース 1.4(1) 以降のために予約されている

リリース 1.4(1)以降では、VLAN 4048は予約済み VLANです。 Cisco UCSインスタンスが VLAN
4048を使用するように設定されている場合、異なる IDを使用するようにこの VLANを再設定し
てからアップグレードする必要があります。

Release 1.3(1i) またはそれ以降へのアップグレードによる影響

古い Cisco UCSファームウェアリリースを Release 1.3(1i)以降にアップグレードすると、アップ
グレード後にサーバが初めてサーバプロファイルに関連付けられるとき、ローカルディスク設定

ポリシーの Protect Configurationプロパティに次の影響が生じます。
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関連付けられていないサーバ

CiscoUCSインスタンスをアップグレードすると、ローカルディスク設定ポリシーがサーバ
ハードウェアと一致するかどうかに関係なく、初期サーバアソシエーションは設定エラー

を生じずに処理が進められます。 Protect Configurationプロパティをイネーブルにしていて
も、前のサービスプロファイルと新しいサービスプロファイルの間でローカルディスク設

定ポリシーの設定に不一致がある場合、CiscoUCSはサーバ上のユーザデータを保護しませ
ん。

Protect Configurationプロパティをイネーブルにした場合、前のサービ
スプロファイルと新しいサービスプロファイルの間でローカルディ

スク設定ポリシーに不一致があると、サーバに対する後続のサービス

プロファイルアソシエーションはすべてブロックされます。

（注）

関連付けられたサーバ

サービスプロファイルと関連付けられているすべてのサーバは、アップグレード後にリブー

トしません。CiscoUCSManagerは、ローカルディスク設定ポリシーとサーバハードウェア
に不一致があっても、設定エラーを報告しません。

サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新しいサービスプロファイルが

関連付けられると、新しいサービスプロファイルの Protect Configurationプロパティが優先
され、前のサービスプロファイルの設定は上書きされます。

ファームウェアアップグレードに関するハードウェア関連の注意事項とベストプラ

クティス

Cisco UCSインスタンスのハードウェアはアップグレード方法に影響を与えることがあります。
エンドポイントをアップグレードする前に、次の注意事項およびベストプラクティスを考慮して

ください。

サーバまたはシャーシのメンテナンスなし

更新が完了するまで、エンドポイントがあるハードウェアを取り外したり、メンテナンス作業

を実行しないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナンス作業によ

り使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、バックアップ

パーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損しているエ

ンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意
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アップグレード前に RAID 構成ハードディスクを交換しない

次の状況では、サービスファームウェアのアップグレード時に、Cisco UCS Managerによって
RAID同期プロセスの一環としてハードディスクのすべてのデータにスクラビング処理が行われ
ることがあります。

•サーバのハードディスクが RAID用に構成されている。

•サーバの 1つ以上の RAID構成ハードディスクが取り外されている。

•ハードディスクまたはディスクが既存の RAIDで構成されたハードディスクと交換された
が、このハードディスクの構成に、サーバのサービスプロファイルに含まれているローカ

ルディスク構成ポリシーが使用されていない。

•サーバファームウェアがアップグレードされたため、サーバがリブートされ、Cisco UCS
Managerで RAID同期プロセスが開始される。

元のハードディスクに、保持する必要がある重要なデータが含まれている場合は、RAID用にす
でに構成されている新しいハードディスクを挿入しないでください。

常にホストファームウェアパッケージを使用して Cisco UCS Gen-2 アダプタをアップグレードす
る

Cisco UCS Gen-2アダプタは、エンドポイントで直接アップグレードすることはできません。こ
のようなアダプタのファームウェアは、ホストファームウェアパッケージを使用してアップグ

レードする必要があります。

アップグレード不可： Cisco UCS 82598KR-CI 10-Gigabit Ethernet Adapter

IntelベースのアダプタカードであるCiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit EthernetAdapter（N20-AI0002）
のファームウェアは、製造元でハードウェアに書き込まれます。このアダプタのファームウェア

はアップグレードできません。

ファブリックインターコネクト数

2つのファブリックインターコネクトのあるクラスタ設定の場合、ファブリックインターコネク
ト間のフェールオーバーを利用して、データトラフィックを中断せずに、エンドポイントの直接

のファームウェアアップグレードを実行できます。ただし、ホストまたは管理ファームウェア

パッケージによってアップグレードする必要があるエンドポイントの場合は、データトラフィッ

クの中断が避けられません。

単一のファブリックインターコネクトのスタンドアロン設定の場合、エンドポイントの直接の

ファームウェアアップグレードを実行すると、データトラフィックの中断を最小にできます。

ただし、アップグレードを完了するために、ファブリックインターコネクトをリブートする必要

があるため、トラフィックの中断は避けられません。
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アップグレードに関するファームウェア関連およびソフトウェア関連のベストプラ

クティス

エンドポイントをアップグレードする前に、次の注意事項およびベストプラクティスを考慮して

ください。

部分アップグレードなし

Cisco UCSインスタンスのすべてのエンドポイントを、同じファームウェアリリースにアップグ
レードすることをお勧めします。あるエンドポイントのファームウェアリリース内の新しい機能

および変更は、別のエンドポイント内の同じ機能および変更と依存関係があることがあります。

そのため、ファームウェアリリースを混在させると、通常の使用時に、パフォーマンスの問題や

その他の問題を引き起こしたり、アップデートが失敗したりする可能性があります。

各エンドポイントの適切なタイプのファームウェアアップグレードの決定

アダプタやサーバ CIMCなどの一部のエンドポイントは、直接のファームウェアアップグレード
か、またはサービスプロファイルに含まれるファームウェアパッケージによって、アップグレー

ドできます。 Cisco UCSインスタンスの設定によって、これらのエンドポイントのアップグレー
ド方法が決まります。サーバに関連付けられているサービスプロファイルに、ホストファーム

ウェアパッケージが含まれる場合、ファームウェアパッケージによって、それらのサーバのアダ

プタをアップグレードします。同様に、サーバに関連付けられているサービスプロファイルに管

理ファームウェアパッケージが含まれる場合、ファームウェアパッケージによって、それらの

サーバの CIMCをアップグレードします。

管理ファームウェアパッケージによる CIMCのアップグレードまたは、サーバに関連付けられた
サービスプロファイル内のファームウェアパッケージによるアダプタのアップグレードは、直接

のファームウェアアップグレードより優先されます。サーバに関連付けられたサービスプロファ

イルにファームウェアパッケージが含まれる場合、エンドポイントを直接アップグレードするこ

とはできません。直接のアップグレードを実行するには、サービスプロファイルからファーム

ウェアパッケージを削除する必要があります。

すべてのエンドポイントを同時にアクティブにしない Cisco UCS Manager GUI

CiscoUCSManagerGUIを使用して、ファームウェアをアップデートする場合、[ActivateFirmware]
ダイアログボックスの [Filter]ドロップダウンリストで [ALL]を選択して、すべてのエンドポイン
トを同時にアクティブにしないでください。多くのファームウェアリリースやパッチには依存関

係があるため、ファームウェアの更新を正常に実行するためにエンドポイントを特定の順序でア

クティブにする必要があります。この順序はリリースやパッチの内容によって異なります。すべ

てのエンドポイントをアクティブにすると、必要な順序でアップデートが行われることが保証さ

れず、エンドポイント、ファブリックインターコネクト、および Cisco UCS Manager間の通信が
中断することがあります。特定のリリースやパッチの依存関係については、当該のリリースや

パッチに付属のリリースノートを参照してください。
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アダプタおよび I/O モジュールのアクティベーションの影響

直接のアップグレード時に、アダプタに [Set Startup Version Only]を設定する必要があります。こ
の設定では、アクティブ化されたファームウェアが pending-next-boot状態に移行し、サーバがす
ぐにリブートしません。アクティブ化されたファームウェアは、サーバがリブートされるまで、

アダプタで実行されているバージョンのファームウェアになりません。ホストファームウェア

パッケージのアダプタに [Set Startup Version Only]を設定することはできません。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合、アクティブ化されたファームウェ

アはpending-next-boot状態のままになります。CiscoUCSManagerは、サーバがサービスプロファ
イルに関連付けられるまで、エンドポイントをリブートせず、ファームウェアをアクティブにし

ません。必要に応じて、関連付けられていないサーバを手動でリブートまたはリセットして、

ファームウェアをアクティブにできます。

I/Oモジュールに対して [Set StartupVersionOnly]を設定した場合、そのデータパス内のファブリッ
クインターコネクトがリブートされると、I/Oモジュールがリブートされます。 I/Oモジュールに
対して、[Set Startup Version Only]を設定しない場合、I/Oモジュールがリブートし、トラフィック
が中断します。また、Cisco UCS Managerが、ファブリックインターコネクトと I/Oモジュール
との間でプロトコルとファームウェアバージョンが一致しないことを検出した場合、Cisco UCS
Managerは I/Oモジュールをファブリックインターコネクトのファームウェアと同じバージョン
に自動的にアップデートし、ファームウェアをアクティブにして I/Oモジュールを再度リブート
します。

アップグレード時の [Ignore Compatibility Check] の選択

より新しいリリースに直接アップグレードするときは、[Ignore Compatibility Check]を選択するこ
とを推奨します。より新しいリリースには、旧リリースとの互換性がないコードが含まれている

場合があります。このオプションによって、アップグレードが実行され、互換性の問題が回避さ

れます。

不要なアラートを回避するためのアップグレード前の Call Home のディセーブル化（任意）

Cisco UCSインスタンスをアップグレードすると、Cisco UCS Managerによってコンポーネントが
再起動され、アップグレードプロセスが完了します。この再起動によって、サービスの中断およ

びコンポーネントの障害と同じイベントが発生し、Call Homeアラートの送信がトリガーされま
す。アップグレードの開始前に Call Homeをディセーブルにしない場合は、アップグレードに関
連したコンポーネントの再起動によって生成されるアラートを無視してください。

直接のファームウェアアップグレードの停止の影響

エンドポイントで、直接のファームウェアアップグレードを実行する場合、Cisco UCSインスタ
ンスで、1つ以上のエンドポイントでトラフィックの中断や、停止が発生することがあります。

ファブリックインターコネクトファームウェアアップグレードの停止の影響

ファブリックインターコネクトのファームウェアをアップグレードする場合、次の停止の影響や

中断が発生します。
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•ファブリックインターコネクトがリブートします。

•対応する I/Oモジュールがリブートします。

Cisco UCS Managerファームウェアアップグレードの停止の影響

Cisco UCS Managerへのファームウェアアップグレードにより、次の中断が発生します。

• Cisco UCS Manager GUI：Cisco UCS Manager GUIにログインしているすべてのユーザがログ
アウトされ、それらのセッションが終了します。

実行中の保存されていない作業が失われます。

• CiscoUCSManagerCLI：telnetによってログインしているすべてのユーザがログアウトされ、
それらのセッションが終了します。コンソールセッションは終了しません。

I/O モジュールファームウェアアップグレードの停止の影響

I/Oモジュールのファームウェアをアップグレードする場合、次の停止の影響と中断が発生しま
す。

•単一のファブリックインターコネクトのスタンドアロン設定の場合、I/Oモジュールのリブー
ト時にデータトラフィックが中断されます。 2つのファブリックインターコネクトのクラ
スタ設定の場合、データトラフィックは他方の I/Oモジュールおよびそのデータパス内の
ファブリックインターコネクトにフェールオーバーします。

•新しいファームウェアをスタートアップバージョンとしてのみアクティブにした場合、対応
するファブリックインターコネクトがリブートされると、I/Oモジュールがリブートします。

•新しいファームウェアを実行されているバージョンおよびスタートアップバージョンとして
アクティブにした場合、I/Oモジュールがただちにリブートします。

•ファームウェアのアップグレード後に、I/Oモジュールを使用できるようになるまで最大 10
分かかります。

CIMC ファームウェアアップグレードの停止の影響

サーバの CIMCのファームウェアをアップグレードした場合、CIMCと内部プロセスのみが影響
を受けます。サーバトラフィックは中断しません。このファームウェアアップグレードにより、

CIMCに次の停止の影響と中断が発生します。

• KVMコンソールおよび vMediaによってサーバで実行されているすべてのアクティビティが
中断されます。

•すべてのモニタリングおよび IPMIポーリングが中断されます。

アダプタファームウェアアップグレードの停止の影響

アダプタのファームウェアをアクティブにし、[Set Startup Version Only]オプションを設定してい
ない場合、次の停止の影響と中断が発生します。

•サーバがリブートします。
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•サーバトラフィックが中断します。
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第 2 章

ファームウェアのアップグレードの前提条

件の実行

この章の内容は、次のとおりです。

• ファームウェアのアップグレードとダウングレードの前提条件, 15 ページ

• すべてのコンフィギュレーションバックアップファイルの作成, 16 ページ

• ファブリックインターコネクトの全体のステータスの確認, 18 ページ

• クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの確認, 18 ページ

• I/Oモジュールのステータスの確認, 19 ページ

• サーバのステータスの確認, 20 ページ

• シャーシのサーバのアダプタのステータスの確認, 21 ページ

ファームウェアのアップグレードとダウングレードの前

提条件
Cisco UCSインスタンスのすべてのエンドポイントが完全に機能し、それらのエンドポイントの
ファームウェアのアップグレードまたはダウングレードを開始する前に、すべてのプロセスが完

了している必要があります。機能状態でないエンドポイントはアップグレードまたはダウング

レードすることはできません。たとえば、検出されていないサーバのファームウェアはアップグ

レードまたはダウングレードできません。最大回数の再試行後に失敗した FSMなどの未完了の
プロセスによって、エンドポイントのアップグレードやダウングレードが失敗する可能性があり

ます。 FSMが実行中の場合、Cisco UCS Managerによって、アップデートとアクティベーション
がキューに入れられ、FSMが正常に完了すると、それらが実行されます。

Cisco UCSインスタンスのファームウェアをアップグレードまたはダウングレードする前に、次
の前提条件を実行します。
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•リリースノートの内容を確認します。

•設定を All Configurationバックアップファイルにバックアップします。

•クラスタ設定の場合、ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスに、両方が稼働
中であると示されていることを確認します。

•スタンドアロン設定の場合、ファブリックインターコネクトの [Overall Status]が [Operable]
であることを確認します。

•すべてのサーバ、I/Oモジュール、アダプタが完全に機能することを確認します。動作不能
なサーバはアップグレードできません。

• Cisco UCSインスタンスに致命的または重大な障害がないことを確認します。このような障
害がある場合は解決してから、システムをアップグレードしてください。致命的または重大

な障害があると、アップグレードが失敗する可能性があります。

•すべてのサーバが検出されていることを確認します。サーバの電源を入れる必要はありませ
ん。また、サーバをサービスプロファイルと関連付ける必要もありません。

すべてのコンフィギュレーションバックアップファイル

の作成
この手順は、AllConfigurationバックアップファイルの既存のバックアップ操作がないことを前提
としています。

CiscoUCSインスタンスのバックアップの詳細については、『CiscoUCSManagerGUIConfiguration
Guide』および『Cisco UCS Manager CLI Configuration Guide』を参照してください。

はじめる前に

バックアップサーバの IPアドレスおよび認証クレデンシャルを取得します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup]をクリックします。

ステップ 5 [Backup Configuration]ダイアログボックスで、[Create Backup Operation]をクリックします。

ステップ 6 [Create Backup Operation]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

• [Admin State]フィールド：[Enabled]オプションボタンをクリックすると、[OK]をクリッ
クしてすぐに、バックアップ操作が実行されます。
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• [Type]フィールド：[All Configuration]オプションボタンをクリックすると、すべてのシ
ステムおよび論理設定情報を含む XMLバックアップファイルが作成されます。

• [Preserve Identities]チェックボックス：CiscoUCSインスタンスに、プールから取得され、
保存する必要がある IDが含まれる場合、このチェックボックスをオンにします。

MACアドレス、WWNN、WWPN、UUIDSなどの IDは実行時に割り当てられます。バッ
クアップファイルのインポート後に、これらの IDを変更しない場合は、このチェック
ボックスをオンにする必要があります。このチェックボックスをオンにしない場合、イ

ンポートおよび PXEブートや SANブートなどの操作が機能しなくなると、これらの ID
が変更されることがあります。

• [Protocol]フィールド：ファイルをバックアップサーバに転送するために使用するプロト
コルを指示する場合に、次のいずれかのオプションボタンをクリックします。

◦ FTP

◦ TFTP

◦ SCP

◦ SFTP

• [Hostname]フィールド：バックアップファイルを格納する場所の IPアドレスまたはホス
ト名を入力します。これは、サーバ、ストレージアレイ、ローカルドライブ、または

ファブリックインターコネクトがネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書
き込みメディアなどがあります。ホスト名を使用する場合、Cisco UCS Managerで DNS
サーバを使用するように設定する必要があります。

• [Remote File]フィールド：バックアップコンフィギュレーションファイルのフルパスを
入力します。このフィールドには、ファイル名とパスを含めることができます。ファイ

ル名を省略すると、バックアップ手順によって、ファイルに名前が割り当てられます。

• [User]フィールド：Cisco UCS Managerがバックアップ場所へのログインに使用する必要
のあるユーザ名を入力します。プロトコルに TFTPを選択した場合は、このフィールド
に入力する必要はありません。

• [Password]フィールド：ユーザ名に関連付けられたパスワードを入力します。プロトコル
に TFTPを選択した場合は、このフィールドに入力する必要はありません。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[OK]をクリックします。
[Admin State]フィールドをイネーブルに設定すると、Cisco UCS Managerによって、選択した設
定タイプのスナップショットが取得され、ファイルがネットワークの場所にエクスポートされま

す。 [Backup Configuration]ダイアログボックスの [Backup Operations]テーブルに、バックアップ
操作が表示されます。

ステップ 8 （任意） バックアップ操作の進行状況を表示するには、次の操作を実行します。

a) [Properties]領域に操作が表示されない場合、[Backup Operations]テーブルの操作をクリックし
ます。
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b) [Properties]領域で、[FSM Details]バーの下矢印をクリックします。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 9 [OK]をクリックし、[Backup Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
バックアップ操作は完了するまで実行し続けます。進捗を表示するには、[Backup Configuration]
ダイアログボックスを再度開きます。

ファブリックインターコネクトの全体のステータスの確

認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 確認するファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Status]領域で、[Overall Status]が [operable]であることを確認します。
ステータスが [operable]でない場合は、テクニカルサポートファイルを作成およびダウンロード
して、シスコのテクニカルサポートに問い合わせてください。ファームウェアアップグレード

に進まないでください。テクニカルサポートファイルの詳細については、『Cisco UCS Manager
B-Series Troubleshooting Guide』を参照してください。

クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの確認
高可用性ステータスは、クラスタ設定の両方のファブリックインターコネクトで同じです。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 クラスタのいずれかのファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [High Availability Details]領域のフィールドが表示されていない場合は、見出しの右側の [Expand]
アイコンをクリックします。

ステップ 6 次のフィールドに次の値が表示されることを確認します。

必要な値フィールド名

Yes[Ready]フィールド

Up[State]フィールド

値が異なる場合は、テクニカルサポートファイルを作成およびダウンロードして、シスコのテク

ニカルサポートに問い合わせてください。ファームウェアアップグレードに進まないでくださ

い。テクニカルサポートファイルの詳細については、『CiscoUCSManagerB-Series Troubleshooting
Guide』を参照してください。

ステップ 7 [Leadership]フィールドの値に注意して、ファブリックインターコネクトがプライマリであるか、
下位であるかを判断します。

この情報は、ファブリックインターコネクトのファームウェアをアップグレードするために知っ

ておく必要があります。

I/O モジュールのステータスの確認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 I/Oモジュールのステータスを確認するシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [IO Modules]タブをクリックします。

ステップ 5 各 I/Oモジュールについて、次のカラムに次の値が表示されることを確認します。

必要な値フィールド名

ok[Overall Status]カラム
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必要な値フィールド名

operable[Operability]カラム

値が異なる場合は、テクニカルサポートファイルを作成およびダウンロードして、シスコのテク

ニカルサポートに問い合わせてください。ファームウェアアップグレードに進まないでくださ

い。テクニカルサポートファイルの詳細については、『CiscoUCSManagerB-Series Troubleshooting
Guide』を参照してください。

ステップ 6 ステップ 3から 5を繰り返して、各シャーシの I/Oモジュールのステータスを確認します。

サーバのステータスの確認
サーバが操作不可能な場合、Cisco UCSインスタンスの他のサーバのアップグレードに進むこと
ができます。ただし、操作不可能なサーバはアップグレードできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment]をクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Servers]タブをクリックして、すべてのシャーシのすべてのサーバのリストを表
示します。

ステップ 4 各サーバについて、次のカラムに次の値が表示されることを確認します。

必要な値フィールド名

[ok]、[unassociated]、または障害を示していな
いすべての値

値が、[discovery-failed]などの障害を示してい
る場合、そのサーバのエンドポイントをアップ

グレードできません。

[Overall Status]カラム

operable[Operability]カラム

ステップ 5 サーバが検出されていることを確認する必要がある場合、次の手順を実行します。

a) 検出のステータスを確認するサーバを右クリックし、[Show Navigator]を選択します。
b) [General]タブの [Status Details]領域で、[Discovery State]フィールドによって、[complete]の値
が表示されていることを確認します。
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[Status Details]領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンを
クリックします。

シャーシのサーバのアダプタのステータスの確認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 アダプタのステータスを確認するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Inventory]タブの [Adapters]サブタブをクリックします。

ステップ 6 各アダプタについて、次のカラムに次の値が表示されることを確認します。

必要な値フィールド名

ok[Overall Status]カラム

operable[Operability]カラム

フィールドに異なる値が表示され、アダプタが操作不可能な場合、CiscoUCSインスタンスのサー
バの他のアダプタのアップグレードに進むことができます。ただし、操作不可能なアダプタは

アップグレードできません。
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第 3 章

Release 1.4 ファームウェアのダウンロード

この章の内容は、次のとおりです。

• シスコからのソフトウェアバンドルの取得, 23 ページ

• ファブリックインターコネクトへのファームウェアパッケージのダウンロード, 25 ページ

• ファームウェアパッケージの内容の判断, 27 ページ

• イメージダウンロードのキャンセル, 27 ページ

• ファブリックインターコネクトのローカル記憶域のチェック, 28 ページ

シスコからのソフトウェアバンドルの取得

はじめる前に

Cisco UCSインスタンスを更新するために、つぎのどのソフトウェアバンドルが必要かを判別し
ます。

• Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドル：すべての Cisco UCSインスタンス
に必要です。

• Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル：ブレードサーバを含むすべ
ての Cisco UCSインスタンスに必要です。

• Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバソフトウェアバンドル：統合ラックマウント
サーバを含むCiscoUCSインスタンスのみに必要です。このバンドルには、CiscoUCSManager
でこれらのサーバを管理できるようにするファームウェアが含まれます。標準のCシリーズ
ラックマウントサーバには適用されません。

Cisco UCS Release 1.4(1)/1.4(2) から Release 1.4(3) へのアップグレード
    OL-25310-04-J 23



手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco.comに移動します。

ステップ 2 [Support]の下で、[All Downloads]をクリックします。

ステップ 3 中央のペインで、[Unified Computing and Servers]をクリックします。

ステップ 4 プロンプトが出されたら、Cisco.comユーザ名およびパスワードを入力して、ログインします。

ステップ 5 右側のペインで、以下に示す、必要なソフトウェアバンドルのリンクをクリックします。

ナビゲーションパスバンドル

[Cisco UCS Infrastructure and UCS Manager Software] >
[Unified Computing System (UCS) Infrastructure Software
Bundle]をクリックします。

Cisco UCSインフラストラクチャソフ
トウェアバンドル

[Cisco UCS B-Series Blade Server Software] > [Unified
Computing System (UCS) Server Software Bundle]をクリッ
クします。

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバ
ソフトウェアバンドル

[Cisco UCS C-Series Rack-Mount UCS-Managed Server
Software] > [Unified Computing System (UCS) Server
Software Bundle]をクリックします。

Cisco UCS Cシリーズラックマウント
サーバソフトウェアバンドル

このパスでアクセスできるUnifiedComputing System (UCS)DocumentationRoadmapBundle
は、すべての Cisco UCSマニュアルのダウンロード可能な ISOイメージです。

ヒント

ステップ 6 ソフトウェアバンドルをダウンロードする最初のページで、[ReleaseNotes]リンクをクリックし、
最新版のリリースノートをダウンロードします。

ステップ 7 ダウンロードする各ソフトウェアバンドルに対して、次の作業を行います。

a) 次のリンクをクリックします。
リリース番号の後に括弧に入れられた数字と文字が表示されます。この番号はメンテナンス

リリースレベルを識別し、文字はそのメンテナンスリリースのパッチを区別します。各メン

テナンスリリースとパッチに含まれているものについての詳細は、最新版のリリースノート

を参照してください。

b) 次のいずれかのボタンをクリックして、表示される指示に従います。

• [Download Now]：ソフトウェアバンドルをすぐにダウンロードできます。

• [Add to Cart]：後でダウンロードするソフトウェアバンドルをカートに追加します。

c) プロンプトに従って、ソフトウェアバンドルのダウンロードを完了します。

ステップ 8 Cisco UCSインスタンスをアップグレードする前に、リリースノートをお読みください。

次の作業

ファブリックインターコネクトにソフトウェアバンドルをダウンロードします。
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ファブリックインターコネクトへのファームウェアパッ

ケージのダウンロード
同じ手順で、1つのファームウェアイメージをファブリックインターコネクトにダウンロードで
きます。

クラスタセットアップでは、ダウンロードの開始に使用されたファブリックインターコネク

トに関係なく、ファームウェアバンドルのイメージファイルは両方のファブリックインター

コネクトにダウンロードされます。Cisco UCSManagerは、両方のファブリックインターコネ
クトにあるすべてのファームウェアパッケージとイメージを同期された状態に保ちます。ファ

ブリックインターコネクトの1つがダウンした場合でも、ダウンロードは正常に終了します。
オンラインに復帰したときに、イメージがもう片方のファブリックインターコネクトに同期

されます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なファームウェアバンドルを取得します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download Firmware]をクリックします。

ステップ 6 [Download Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。

説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

[TFTP]ではファイルサイズが 32 MBに制限されま
す。ファームウェアバンドルはそれよりも大幅にサ

イズが大きい可能性があるため、ファームウェアのダ

ウンロードにTFTPを選択しないことを推奨します。

（注）

[Protocol]フィールド
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説明名前

ファイルがリモートサーバのファイルである場合は、ファイル

が存在するリモートサーバの IPアドレスまたはホスト名。ファ
イルがローカルソースのファイルである場合、このフィールド

には「local」が表示されます。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、Cisco
UCS Managerで DNSサーバを設定する必要がありま
す。

（注）

[Server]フィールド

ファームウェアファイルの名前。[Filename]フィールド

リモートサーバ上のファイルへの絶対パス。

SCPを使用する場合、絶対パスは常に必要です。他のプロトコ
ルを使用する場合は、ファイルがデフォルトのダウンロード

フォルダにあれば、リモートパスを指定する必要はありませ

ん。ファイルサーバの設定方法の詳細については、システム管

理者に問い合わせてください。

[Path]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。プロトコルが TFTPの場合、このフィールドは適用
されません。

[User]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。プロトコルが TFTP
の場合、このフィールドは適用されません。

[Password]フィールド

Cisco UCS Manager GUIによって、ファームウェアバンドルのファブリックインターコネクトへ
のダウンロードが開始されます。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 （任意） [Download Tasks]タブで、イメージダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、古いイメージを削除して、領域を解放します。ブートフラッシュの空き領

域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネクトにナビゲートし、
[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

次の作業

ファームウェアバンドルのイメージファイルが完全にダウンロードされたら、エンドポイント

のファームウェアを更新します。
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ファームウェアパッケージの内容の判断

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Packages]サブタブで、パッケージの内容を表示するには、パッケージの横の [+]アイコンをク
リックします。

ステップ 5 パッケージの内容のスナップショットを取得するには、次の手順を実行します。

a) イメージ名とその内容を含む行を強調表示します。
b) 右クリックし、[Copy]を選択します。
c) クリップボードの内容をテキストファイルまたはその他のドキュメントに貼り付けます。

イメージダウンロードのキャンセル
ダウンロードタスクの実行中にのみ、イメージのダウンロードタスクをキャンセルできます。

イメージのダウンロードの完了後に、ダウンロードタスクを削除しても、ダウンロード済みのイ

メージは削除されません。イメージのダウンロードタスクに関連する FSMはキャンセルできま
せん。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Download Tasks]タブで、キャンセルするタスクを右クリックし、[Delete]を選択します。
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ファブリックインターコネクトのローカル記憶域のチェッ

ク

ファブリックインターコネクトの空き領域のチェック

イメージのダウンロードが失敗したら、Cisco UCSでファブリックインターコネクトのブートフ
ラッシュに十分な空き領域があるかどうかをチェックします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 空き領域をチェックするファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Local Storage Information]領域を展開します。
ファームウェアイメージバンドルをダウンロードする場合、ファブリックインターコネクトに、

ファームウェアイメージバンドルのサイズの少なくとも 2倍の空き領域が必要です。ブートフ
ラッシュに十分な領域がない場合は、ファブリックインターコネクトから、古いファームウェ

ア、コアファイル、その他の不要なオブジェクトを削除してください。

ファブリックインターコネクトからのファームウェアパッケージの

削除

この手順は、ファームウェアパッケージまたはバンドル全体を削除する場合に使用します。必要

な場合は、パッケージ内の 1つ以上の個々のイメージを削除することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Firmware Management]タブで、[Packages]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルで、削除するパッケージをクリックします。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。
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ステップ 6 1つまたは複数の強調表示されたパッケージを右クリックし、[Delete]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

CiscoUCSManagerによって、選択したパッケージおよび各パッケージに含まれるすべてのイメー
ジが削除されます。

ファブリックインターコネクトからのファームウェアイメージの削

除

この手順は、パッケージから単一のイメージだけを削除する場合に使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Firmware Management]タブで、[Images]タブをクリックします。

ステップ 5 表で、削除するイメージをクリックします。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示されたイメージを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 4 章

Release 1.4(3) へのファームウェアのアップ
グレード

この章の内容は、次のとおりです。

• Release 1.4(1)または 1.4(2)からのアップグレード時に必要な手順, 31 ページ

• Call Homeのディセーブル化, 33 ページ

• アダプタ、CIMC、IOMでのファームウェアのアップデート, 33 ページ

• アダプタおよび CIMCでのファームウェアのアクティブ化, 35 ページ

• サーバのボードコントローラファームウェアのアクティブ化, 37 ページ

• Cisco UCS Managerソフトウェアの Release 1.4へのアクティブ化, 38 ページ

• IOMのファームウェアの Release 1.4へのアクティブ化, 38 ページ

• クラスタ設定のファブリックインターコネクトファームウェアのアクティブ化, 40 ページ

• スタンドアロンファブリックインターコネクトのファームウェアのRelease1.4へのアクティ
ブ化, 45 ページ

• ホストおよび管理ファームウェアパッケージのアップデート, 46 ページ

• Call Homeのイネーブル化, 53 ページ

Release 1.4(1) または 1.4(2) からのアップグレード時に必要
な手順

この順序に従わないと、ファームウェアのアップグレードが失敗し、サーバで Cisco UCS
Managerの通信に問題が発生することがあります。

（注）
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このマニュアルの手順と推奨されるオプションによって、データトラフィックの中断を最小限に

します。そのため、Release 1.4のいずれかのバージョンから Release 1.4のそれよりも新しいバー
ジョンにアップグレードする場合は、次の順序でコンポーネントをアップグレードします。

1 次のファームウェアイメージをダウンロードします。

• Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドル：すべての Cisco UCSインスタ
ンスに必要です。

• Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル：ブレードサーバを含むす
べての Cisco UCSインスタンスに必要です。

• Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバソフトウェアバンドル：統合ラックマウン
トサーバを含むCisco UCSインスタンスのみに必要です。このバンドルには、Cisco UCS
Managerでこれらのサーバを管理できるようにするファームウェアが含まれます。標準の
Cシリーズラックマウントサーバには適用されません。

2 （任意）Call Homeをディセーブルにする：Cisco UCSインスタンスに Call Homeまたは Smart
Call Homeが含まれている場合、Call Homeをディセーブルにして、Cisco UCS Managerがコン
ポーネントを再始動したときに不要な警告を受け取らないようにします。

3 アダプタ、CIMC、および IOMを更新する：必要に応じて、ホストファームウェアパッケー
ジ内のアダプタを最後の更新手順の一部としてアップグレードできます。

4 アダプタをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore Compatibility Check]と [Set
Startup Version Only]を選択します。

5 CIMCをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore Compatibility Check]を選択し
ます。

6 Cisco UCS Managerをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore Compatibility
Check]を選択します。

7 I/Oモジュールをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore Compatibility Check]
と [Set Startup Version Only]を選択します。

8 従属ファブリックインターコネクトをアクティブ化する：この手順を実行するときは、[Ignore
Compatibility Check]を選択します。

9 データパスが復元されたことを確認します。

10 プライマリファブリックインターコネクトをアクティブ化する：この手順を実行するときは、
[Ignore Compatibility Check]を選択します。

11 サーバの管理ファームウェアパッケージを更新する：サーバで CIMCを直接更新およびアク
ティブ化した場合、この手順を実行する必要はありません。

12 サーバのホストファームウェアパッケージを更新する：アップグレードされた最後のファー
ムウェアがある必要があります。そのファームウェアを持つサーバがさらにリブートされるの

を避けるため、この手順の間に、ボードコントローラファームウェアをアップグレードする

ことをお勧めします。ホストファームウェアパッケージ内の次のファームウェアをアップグ

レードする必要があります。
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• BIOS

•ストレージコントローラ

•一部のアダプタ

13 （任意）CallHomeをイネーブルにする：ファームウェアをアップグレードする前にCallHome
をディセーブルにしていた場合、それをイネーブルにします。

Call Home のディセーブル化
この手順は任意です。

Cisco UCSインスタンスをアップグレードすると、Cisco UCS Managerによってコンポーネントが
再起動され、アップグレードプロセスが完了します。この再起動によって、サービスの中断およ

びコンポーネントの障害と同じイベントが発生し、Call Homeアラートの送信がトリガーされま
す。アップグレードの開始前に Call Homeをディセーブルにしない場合は、アップグレードに関
連したコンポーネントの再起動によって生成されるアラートを無視してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Admin]領域の [State]フィールドで、[off]をクリックします。
このフィールドが [off]に設定されている場合、Cisco UCS Managerではこのタブの残り
のフィールドが表示されません。

（注）

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

アダプタ、CIMC、IOM でのファームウェアのアップデー
ト

更新が完了するまで、エンドポイントがあるハードウェアを取り外したり、メンテナンス作業

を実行しないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナンス作業によ

り使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、バックアップ

パーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損しているエ

ンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意
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はじめる前に

ここでは、Cisco UCSシステムのすべてのエンドポイント上のファームウェアを、同時にアップ
デートする方法について説明します。この手順を開始する前に、これらの各エンドポイントに対

する適切なアップグレードの種類を判別するために、次の質問に回答してください。

•すべてのエンドポイントが同じバックアップバージョンで設定されていますか。「はい」
の場合は、次の質問に進みます。「いいえ」の場合は、続行する前に、すべてのバックアッ

プバージョンを同じファームウェアバージョンに更新してください。

• 1つ以上のサーバに関連付けられたサービスプロファイルに、ホストまたは管理ファーム
ウェアパッケージが含まれていますか。「はい」の場合は、ファームウェアパッケージを

使用してそのサーバのファームウェアを更新します。この手順によって、他のファームウェ

アとサーバをすべて更新できます。「いいえ」の場合は、次の質問に進みます。

サーバのファームウェアを直接更新する場合、関連付けられたサービスプロファイルからす

べてのホストと管理ファームウェアパッケージを削除する必要があります。ホストまたは

管理ファームウェアパッケージからファームウェアを削除しても、直接更新することはでき

ません。

•サーバにCiscoUCS第 2世代のアダプタがありますか。「はい」の場合は、ホストファーム
ウェアパッケージを使用してそのサーバのアダプタファームウェアを更新する必要があり

ます。「いいえ」の場合は、そのサーバに対してこの手順を使用できます。

前述の最後の2つの質問の回答が「はい」であった場合でも、この手順を使用して、I/Oモジュー
ルおよび「いいえ」と回答したサーバをアップデートすることができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]サブタブの [Update Firmware]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 5 [Update Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) メニューバーの [Filter]ドロップダウンリストから、[ALL]を選択します。
特定のタイプのエンドポイントを一度にアップデートする場合は、[Filter]ドロップダウンリ
ストからそのエンドポイントを選択します。

b) メニューバーの [Set Version]ドロップダウンリストから、Release 1.4(3)ファームウェアバン
ドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

c) [Apply]をクリックしてアップデートを開始し、各エンドポイントのアップデートの進捗をモ
ニタできるようにダイアログボックスを開いたままにしておきます。
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1つ以上のエンドポイントを直接アップデートできない場合は、CiscoUCSManagerに通知メッ
セージが表示されます。通知メッセージを確認した後、Cisco UCS Managerによって、サーバ
上にある直接アップデート可能な他のすべてのエンドポイントのファームウェアがアップデー

トされます。

Cisco UCS Managerによって、選択したファームウェアイメージがバックアップメモリパーティ
ションにコピーされ、そのイメージが破損していないことが確認されます。イメージは、明示的

にアクティブにするまで、バックアップバージョンとして残されます。 Cisco UCS Managerはす
べてのアップデートを同時に開始します。ただし、アップデートによって、完了する時間が異な

ることがあります。

[Update Firmware]ダイアログボックスで、すべてのアップデート済みエンドポイントについて、
[Update Status]カラムに [ready]と表示されると、アップデートは完了です。

ステップ 6 すべてのアップデートが完了したら、[OK]をクリックします。

次の作業

ファームウェアをアクティブにします。

アダプタおよび CIMC でのファームウェアのアクティブ
化

この手順により、これらのエンドポイントのファームウェアのアクティベーションで、データト

ラフィックの中断を最小限に抑えることができます。正しいオプションを設定した次の順序でエ

ンドポイントをアクティブにしないと、エンドポイントがリブートし、データトラフィックが一

時中断する可能性があります。

[Activate Firmware]ダイアログボックスの [Filter]ドロップダウンリストで [ALL]を選択しない
でください。選択すると、すべてのエンドポイントが同時にアクティブになります。多くの

ファームウェアリリースやパッチには依存関係があるため、ファームウェアの更新を正常に

実行するためにエンドポイントを特定の順序でアクティブにする必要があります。この順序

はリリースやパッチの内容によって異なります。すべてのエンドポイントをアクティブにし

ても、更新が目的の順序で実行される保証はなく、エンドポイント、ファブリックインター

コネクト、Cisco UCS Managerの間での通信が損なわれる可能性があります。特定のリリース
やパッチの依存関係については、当該のリリースやパッチに付属のリリースノートを参照し

てください。

注意

この手順は、前の手順から直接続いており、[Firmware Management]タブを表示していることを前
提としています。
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手順

ステップ 1 [Installed Firmware]タブの [Activate Firmware]をクリックします。
1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設定
されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリストにその
バージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムからバージョ
ンを選択する必要があります。

ステップ 2 アダプタファームウェアが、サービスプロファイルのホストファームウェアパッケージによっ

てアップデートされていない場合は、[ActivateFirmware]ダイアログボックスで、次の手順を実行
して、アダプタファームウェアをアクティブにします。

a) [Filter]ドロップダウンリストから、[Adapters]を選択します。
b) [Set Version]ドロップダウンリストから、Release 1.4(3)ファームウェアバンドルに含まれる
ファームウェアバージョンを選択します。

c) [Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。
このリリースのファームウェアは以前のリリースと互換性がありません。そのため、アクティ

ベーションを成功させるために、[IgnoreCompatibilityCheck]チェックボックスをオンにする必
要があります。

d) [Set Startup Version Only]チェックボックスをオンにします。
直接のアップグレード時に、アダプタに [Set Startup Version Only]を設定する必要が
あります。この設定では、アクティブ化されたファームウェアが pending-next-boot
状態に移行し、サーバがすぐにリブートしません。アクティブ化されたファームウェ

アは、サーバがリブートされるまで、アダプタで実行されているバージョンのファー

ムウェアになりません。ホストファームウェアパッケージのアダプタに [Set Startup
Version Only]を設定することはできません。

（注）

e) [Apply]をクリックします。
すべてのアダプタの [Activate Status]カラムに [pending-next-boot]または [ready]が表示されてい
る場合は、ステップ 3に進みます。

ステップ 3 CIMCファームウェアが、サービスプロファイルの管理ファームウェアパッケージによってアッ
プデートされていない場合は、[Activate Firmware]ダイアログボックスで次の手順を実行して、
CIMCファームウェアをアクティブにします。
a) [Filter]ドロップダウンリストから、[CIMC]を選択します。
b) [Set Version]ドロップダウンリストから、Release 1.4(3)ファームウェアバンドルに含まれる
ファームウェアバージョンを選択します。

1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設
定されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリスト
にそのバージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムか
らバージョンを選択する必要があります。

c) [Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。
d) [Apply]をクリックします。
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CIMCのファームウェアのアクティベーションによって、データトラフィックは中断しませ
ん。ただし、すべての KVMセッションに割り込み、サーバに接続しているすべての vMedia
が切断されます。

すべての CIMCコンポーネントの [Activate Status]カラムに [ready]が表示されている場合は、
ステップ 4に進みます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

サーバのボードコントローラファームウェアのアクティ

ブ化
ボードコントローラハードウェアがあるのは、Cisco UCS B440 High Performanceブレードサーバ
や Cisco UCS B230ブレードサーバなどの一部サーバだけです。ボードコントローラファーム
ウェアは eUSB、LED、および I/Oコネクタなど、多数のサーバ機能を制御します。

この手順は、前の手順から続いており、[InstalledFirmware]タブを表示していることを前提として
います。

このアクティベーションを実行すると、サーバはリブートします。サーバに関連付けられた

サービスプロファイルにメンテナンスポリシーが含まれているかどうかによって、リブート

がただちに実行される場合があります。アップグレード中にサーバがリブートする回数を抑

えるため、ボードコントローラファームウェアのアップグレードはサービスプロファイルの

ホストファームウェアパッケージから行うことを推奨します。

（注）

手順

ステップ 1 [Installed Firmware]サブタブの [Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 2 [Activate Firmware]ダイアログボックスのメニューバーにある [Filter]ドロップダウンリストか
ら、[Board Controller]を選択します。
Cisco UCS Manager GUIによって、[Activate Firmware]ダイアログボックスにボードコントローラ
を備えたすべてのサーバが表示されます。
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ステップ 3 [Activate Firmware]ダイアログボックスのメニューバーの [Set Version]ドロップダウンリストか
ら、Release 1.4(3)ファームウェアバンドルに含まれるボードコントローラファームウェアバー
ジョンを選択します。

ステップ 4 [Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerソフトウェアの Release 1.4 へのアク
ティブ化

この手順は、前の手順から直接続いており、[Firmware Management]タブを表示していることを前
提としています。

手順

ステップ 1 [Installed Firmware]サブタブの [Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 2 [Filter]ドロップダウンリストから、[UCS Manager]を選択します。

ステップ 3 [Activate Firmware]ダイアログボックスの [UCS Manager]行で、次の手順を実行します。
a) [Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.4ファームウェアバンドルに
含まれているファームウェアバージョンを選択します。

b) [Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerはアクティブなすべてのセッションを切断し、すべてのユーザをログアウトさ
せ、その後でソフトウェアをアクティブにします。アップグレードが完了すると、再度ログイン

するよう要求されます。

IOM のファームウェアの Release 1.4 へのアクティブ化
この手順により、これらのエンドポイントのファームウェアのアクティベーションで、データト

ラフィックの中断を最小限に抑えることができます。正しいオプションを設定した次の順序でエ

ンドポイントをアクティブにしないと、エンドポイントがリブートし、データトラフィックが一

時中断する可能性があります。
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[Activate Firmware]ダイアログボックスの [Filter]ドロップダウンリストで [ALL]を選択しない
でください。選択すると、すべてのエンドポイントが同時にアクティブになります。多くの

ファームウェアリリースやパッチには依存関係があるため、ファームウェアの更新を正常に

実行するためにエンドポイントを特定の順序でアクティブにする必要があります。この順序

はリリースやパッチの内容によって異なります。すべてのエンドポイントをアクティブにし

ても、更新が目的の順序で実行される保証はなく、エンドポイント、ファブリックインター

コネクト、Cisco UCS Managerの間での通信が損なわれる可能性があります。特定のリリース
やパッチの依存関係については、当該のリリースやパッチに付属のリリースノートを参照し

てください。

注意

この手順は、前の手順から直接続いており、[Firmware Management]タブを表示していることを前
提としています。

手順

ステップ 1 [Installed Firmware]タブの [Activate Firmware]をクリックします。
1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設定
されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリストにその
バージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムからバージョ
ンを選択する必要があります。

ステップ 2 IOMファームウェアをアクティブにするには、[Activate Firmware]ダイアログボックスで、次の手
順を実行します。

a) [Filter]ドロップダウンリストから、[IO Modules]を選択します。
b) [SetVersion]ドロップダウンリストから、Release 1.4ファームウェアバンドルに含まれるファー
ムウェアバージョンを選択します。

c) [Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。
d) [Set Startup Version Only]チェックボックスをオンにします。

I/Oモジュールに対して [Set Startup Version Only]を設定した場合、そのデータパス内
のファブリックインターコネクトがリブートされると、I/Oモジュールがリブートさ
れます。 I/Oモジュールに対して、[Set Startup Version Only]を設定しない場合、I/Oモ
ジュールがリブートし、トラフィックが中断します。また、Cisco UCS Managerが、
ファブリックインターコネクトと I/Oモジュールとの間でプロトコルとファームウェ
アバージョンが一致しないことを検出した場合、Cisco UCSManagerは I/Oモジュール
をファブリックインターコネクトのファームウェアと同じバージョンに自動的にアッ

プデートし、ファームウェアをアクティブにして I/Oモジュールを再度リブートしま
す。

重要

e) [Apply]をクリックします。

ステップ 3 すべての IOMの [Activate Status]カラムに [pending-next-boot]が表示されている場合は、[OK]をク
リックします。
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クラスタ設定のファブリックインターコネクトファーム

ウェアのアクティブ化

下位ファブリックインターコネクトのファームウェアの Release 1.4 へ
のアクティブ化

はじめる前に

クラスタの下位ファブリックインターコネクトであるファブリックインターコネクトを特定しま

す。詳細については、クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの確認, （18ページ）を参照
してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]サブタブの [Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 5 メニューバーの [Filter]ドロップダウンリストから、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 6 メニューバーで、[Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 下位ファブリックインターコネクトの [Activate Firmware]ダイアログボックスの行で、次の手順
を実行します。

a) [Kernel]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.4ファームウェ
アバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

b) [System]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.4ファームウェ
アバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

ステップ 8 [Apply]をクリックします。
CiscoUCSManagerはファームウェアの更新とアクティベーションを実行してから、ファブリック
インターコネクトと、そのファブリックインターコネクトへのデータパスにある、ファブリック

インターコネクトへのデータトラフィックを中断するすべての I/Oモジュールをリブートします。
しかし、Cisco UCSインスタンスはトラフィックとポートフェールオーバーを許可するよう設定
されているため、データトラフィックはプライマリファブリックインターコネクトにフェール

オーバーし、中断しません。

ステップ 9 下位ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスを確認します。
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ファブリックインターコネクトの [High Availability Details]領域に次の値が表示されな
い場合は、シスコのテクニカルサポートに問い合わせてください。プライマリファブ

リックインターコネクトのアップデートに進まないでください。

（注）

必要な値フィールド名

Yes[Ready]フィールド

Up[State]フィールド

次の作業

必要な値が従属ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスに格納されている場合は、

プライマリファブリックインターコネクトの更新とアクティベーションを実行します。

データパスの準備が整っていることの確認

アップグレードの次の手順に進む前に、新しいプライマリファブリックインターコネクトのデー

タパスが復元され、データトラフィックを処理する準備が整っていることを確認します。

ダイナミック vNIC が稼働中であることの確認
ダイナミック vNIC、および VMware vCenterとの統合を含む Cisco UCSをアップグレードする場
合、データパスの中断を回避するために、以前のプライマリファブリックインターコネクトで

新しいソフトウェアをアクティブにする前に、すべてのダイナミック vNICが新しいファブリッ
クインターコネクトで稼働中であることを確認する必要があります。

この手順は Cisco UCS Manager GUIで実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [VMware] > [Virtual Machines]を展開します。

ステップ 3 ダイナミック vNICを確認する仮想マシンを展開し、ダイナミック vNICを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[VIF]タブをクリックします。

ステップ 5 [VIF]タブで、各 VIFの [Status]カラムが [Online]であることを確認します。

ステップ 6 すべての仮想マシンですべてのダイナミック vNICの VIFのステータスが [Online]であることを
確認するまで、ステップ 3～ 5を繰り返します。
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イーサネットデータパスの確認

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトのNX-OSモード
を開始します。

UCS-A /fabric-interconnect #
connect nxos {a | b}

ステップ 1   

アクティブなイーサネットインターフェイスの

数を返します。

UCS-A(nxos)# show int br | grep
-v down | wc –1

ステップ 2   

この数がアップグレードの前に稼働していたイー

サネットインターフェイスの数と一致すること

を確認します。

MACアドレスの合計数を返します。UCS-A(nxos)# showplatform fwm
info hw-stm | grep '1.' | wc –1

ステップ 3   

この数がアップグレード前のMACアドレスの数
と一致することを確認します。

次の例では、従属ファブリックインターコネクト Aのアクティブなイーサネットインターフェ
イスおよびMACアドレスの数が返され、ファブリックインターコネクトのイーサネットデータ
パスが稼働していることを確認できます。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show int br | grep -v down | wc -l
86
UCS-A(nxos)# show platform fwm info hw-stm | grep '1.' | wc -l
80

ファイバチャネルエンドホストモードのデータパスの確認

Cisco UCSインスタンスのアップグレード時に最適な結果を得るためには、アップグレードを開
始する前、および従属ファブリックインターコネクトをアクティブ化した後にこのタスクを実行

し、2つの結果を比較することを推奨します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OSモー
ドを開始します。

UCS-A /fabric-interconnect #
connect nxos {a | b}

ステップ 1   

flogiセッションのテーブルを表示します。UCS-A(nxos)# show npv
flogi-table

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトにログインし

たサーバの数を返します。

UCS-A(nxos)# show npv
flogi-table | grep fc | wc -1

ステップ 3   

出力は、アップグレードの開始前にこの確認を

行ったときに受け取った出力と一致している必

要があります。

次の例では、flogiテーブルおよび従属ファブリックインターコネクトAにログインしたサーバの
数が返され、ファブリックインターコネクトのファイバチャネルデータパスがファイバチャネ

ルエンドホストモードで稼働していることを確認できます。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show npv flogi-table
--------------------------------------------------------------------------------
SERVER EXTERNAL
INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME INTERFACE
--------------------------------------------------------------------------------
vfc705 700 0x69000a 20:00:00:25:b5:27:03:01 20:00:00:25:b5:27:03:00 fc3/1
vfc713 700 0x690009 20:00:00:25:b5:27:07:01 20:00:00:25:b5:27:07:00 fc3/1
vfc717 700 0x690001 20:00:00:25:b5:27:08:01 20:00:00:25:b5:27:08:00 fc3/1

Total number of flogi = 3.

UCS-A(nxos)# show npv flogi-table | grep fc | wc -l
3

ファイバチャネルスイッチモードのデータパスの確認

Cisco UCSインスタンスのアップグレード時に最適な結果を得るためには、アップグレードを開
始する前、および従属ファブリックインターコネクトをアクティブ化した後にこのタスクを実行

し、2つの結果を比較することを推奨します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OSモー
ドを開始します。

UCS-A /fabric-interconnect #
connect nxos {a | b}

ステップ 1   

flogiセッションのテーブルを表示します。UCS-A(nxos)# show flogi databaseステップ 2   

ファブリックインターコネクトにログインし

たサーバの数を返します。

UCS-A(nxos)# show flogi database
| grep –I fc | wc –1

ステップ 3   

出力は、アップグレードの開始前にこの確認を

行ったときに受け取った出力と一致している必

要があります。
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次の例では、flogiテーブルおよび従属ファブリックインターコネクトAにログインしたサーバの
数が返され、ファブリックインターコネクトのファイバチャネルデータパスがファイバチャネ

ルエンドホストモードで稼働していることを確認できます。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show flogi database
--------------------------------------------------------------------------------
INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME
--------------------------------------------------------------------------------
vfc726 800 0xef0003 20:00:00:25:b5:26:07:02 20:00:00:25:b5:26:07:00
vfc728 800 0xef0007 20:00:00:25:b5:26:07:04 20:00:00:25:b5:26:07:00
vfc744 800 0xef0004 20:00:00:25:b5:26:03:02 20:00:00:25:b5:26:03:00
vfc748 800 0xef0005 20:00:00:25:b5:26:04:02 20:00:00:25:b5:26:04:00
vfc764 800 0xef0006 20:00:00:25:b5:26:05:02 20:00:00:25:b5:26:05:00
vfc768 800 0xef0002 20:00:00:25:b5:26:02:02 20:00:00:25:b5:26:02:00
vfc772 800 0xef0000 20:00:00:25:b5:26:06:02 20:00:00:25:b5:26:06:00
vfc778 800 0xef0001 20:00:00:25:b5:26:01:02 20:00:00:25:b5:26:01:00

Total number of flogi = 8.
UCS-A(nxos)# show flogi database | grep fc | wc -l
8

プライマリファブリックインターコネクトのファームウェアの Release
1.4 へのアクティブ化

この手順は、前の手順から直接続いており、[Firmware Management]タブを表示していることを前
提としています。

はじめる前に

下位のファブリックインターコネクトをアクティブにします。

手順

ステップ 1 [Installed Firmware]サブタブの [Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 2 メニューバーの [Filter]ドロップダウンリストから、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 3 メニューバーで、[Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 プライマリファブリックインターコネクトの [Activate Firmware]ダイアログボックスの行で、次
の手順を実行します。

a) [Kernel]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.4ファームウェ
アバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。
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b) [System]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.4ファームウェ
アバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

ステップ 5 [Apply]をクリックします。
CiscoUCSManagerはファームウェアの更新とアクティベーションを実行してから、ファブリック
インターコネクトと、そのファブリックインターコネクトへのデータパスにある、ファブリック

インターコネクトへのデータトラフィックを中断するすべての I/Oモジュールをリブートします。
しかし、Cisco UCSインスタンスはトラフィックとポートフェールオーバーを許可するよう設定
されているため、データトラフィックはもう一方のファブリックインターコネクトにフェール

オーバーし、このファブリックインターコネクトがプライマリとなります。このファブリック

インターコネクトが再度稼働状態になると、このファブリックインターコネクトは従属ファブ

リックインターコネクトになります。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスを確認します。

ファブリックインターコネクトの [High Availability Details]領域に次の値が表示されな
い場合は、シスコのテクニカルサポートに問い合わせてください。

（注）

必要な値フィールド名

Yes[Ready]フィールド

Up[State]フィールド

スタンドアロンファブリックインターコネクトのファー

ムウェアの Release 1.4 へのアクティブ化
単一のファブリックインターコネクトのスタンドアロン設定の場合、エンドポイントの直接の

ファームウェアアップグレードを実行すると、データトラフィックの中断を最小にできます。

ただし、アップグレードを完了するために、ファブリックインターコネクトをリブートする必要

があるため、トラフィックの中断は避けられません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]サブタブの [Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。
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ステップ 5 [Filter]ドロップダウンリストから、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 6 メニューバーで、[Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 ファブリックインターコネクトの [Activate Firmware]ダイアログボックスの行で、次の手順を実
行します。

a) [Kernel]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.4ファームウェ
アバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

b) [System]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.4ファームウェ
アバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerはファームウェアをアクティブにしてから、ファブリックインターコネクト
と、そのファブリックインターコネクトへのデータパスにあるすべての I/Oモジュールをリブー
トします。スタンドアロンファブリックインターコネクトでは、これにより Cisco UCSインス
タンス内のすべてのデータトラフィックが中断します。

ホストおよび管理ファームウェアパッケージのアップ

デート

ホストファームウェアパッケージおよび管理ファームウェアパッケー

ジへのアップデートの影響

ホストファームウェアパッケージまたは管理ファームウェアパッケージを使用してファームウェ

アをアップデートするには、パッケージ内のファームウェアをアップデートする必要があります。

ホストファームウェアパッケージまたは管理ファームウェアパッケージへの変更を保存した後

の動作は、Cisco UCSインスタンスの設定によって異なります。

次の表に、ホストファームウェアパッケージまたは管理ファームウェアパッケージを使用した

サーバのアップグレードにおける最も一般的なオプションを示します。

メンテナンスポリシーは、Cisco UCS Release 1.4以降で使用可能です。（注）
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージのアップデート後

に、次のいずれかを実行します。

•一部のサーバまたはすべてのサーバを同
時にリブートおよびアップグレードする

には、該当するリリースの Cisco UCS
Managerコンフィギュレーションガイド
の手順に従い、サーバに関連付けられて

いる 1つ以上のサービスプロファイル
またはアップデート中のサービスプロ

ファイルテンプレートにファームウェ

アパッケージを追加します。

•一度に 1台のサーバをリブートおよび
アップグレードするには、各サーバに対

して次の手順を実行します。

1 新しいサービスプロファイルを作成

し、そのサービスプロファイルに

ファームウェアパッケージを含めま

す。

2 サービスプロファイルからサーバの

関連付けを解除します。

3 サーバを新規サービスプロファイル

と関連付けます。

4 サーバがリブートされ、ファームウェ

アがアップグレードされた後に、新

規サービスプロファイルからサーバ

の関連付けを解除し、このサーバを

元のサービスプロファイルに関連付

けます。

元のサービスプロファイルに

スクラブポリシーが含まれて

いる場合は、この手順によっ

て、ディスクまたは BIOSが
新規サービスプロファイルに

関連してスクラビング処理さ

れるときにデータが失われる

ことがあります。

注意

メンテナンスポリ

シーなし

ホストファームウェアパッ

ケージまたは管理ファーム

ウェアパッケージがサービ

スプロファイルまたはアッ

プデート中のサービスプロ

ファイルテンプレートに含

まれていない。

または

既存のサービスプロファイ

ルまたはアップデート中の

サービスプロファイルテン

プレートを変更せずに

ファームウェアをアップグ

レードする。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデートす

ると、次のようになります。

1 ファームウェアパッケージの変更は、保

存と同時に有効になります。

2 Cisco UCS Managerはモデル番号とベン
ダーを、このポリシーがインクルードされ

ているサービスプロファイルに関連付け

られているすべてのサーバと照合します。

モデル番号とベンダーがポリシーのファー

ムウェアバージョンと一致する場合は、

Cisco UCS Managerによりサーバがリブー
トされ、ファームウェアがアップデートさ

れます。

ファームウェアパッケージを含むサービス

プロファイルに関連付けられているすべての

サーバが同時にリブートされます。

メンテナンスポリ

シーなし

または

即時アップデート用

に設定されたメンテ

ナンスポリシー。

ホストファームウェアパッ

ケージまたは管理ファーム

ウェアパッケージが 1つ以
上のサービスプロファイル

に含まれており、このサー

ビスプロファイルが 1つ以
上のサーバに関連付けられ

ている。

または

ホストファームウェアパッ

ケージまたは管理ファーム

ウェアパッケージがアップ

デート中のサービスプロ

ファイルテンプレートに含

まれており、このテンプ

レートから作成されたサー

ビスプロファイルが 1つ以
上のサーバに関連付けられ

ている。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデートす

ると、次のようになります。

1 Cisco UCS Managerによって、変更を確認
するように要求され、ユーザ確認応答済み

のサーバのリブートが必要であることが通

知されます。

2 点滅している [Pending Activities]ボタンを
クリックし、リブートして新規ファーム

ウェアを適用するサーバを選択します。

3 Cisco UCS Managerはモデル番号とベン
ダーを、このポリシーがインクルードされ

ているサービスプロファイルに関連付け

られているすべてのサーバと照合します。

モデル番号とベンダーがポリシーのファー

ムウェアバージョンと一致する場合は、

Cisco UCS Managerによりサーバがリブー
トされ、ファームウェアがアップデートさ

れます。

サーバを手動でリブートしても、Cisco UCS
Managerによってファームウェアパッケージ
が適用されず、保留中のアクティビティが

キャンセルされません。 [Pending Activities]
ボタンを使用して、保留中のアクティビティ

を確認応答するか、またはキャンセルする必

要があります。

ユーザ確認応答に関

して設定済み

ホストファームウェアパッ

ケージまたは管理ファーム

ウェアパッケージが 1つ以
上のサービスプロファイル

に含まれており、このサー

ビスプロファイルが 1つ以
上のサーバに関連付けられ

ている。

または

ホストファームウェアパッ

ケージまたは管理ファーム

ウェアパッケージがアップ

デート中のサービスプロ

ファイルテンプレートに含

まれており、このテンプ

レートから作成されたサー

ビスプロファイルが 1つ以
上のサーバに関連付けられ

ている。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデートす

ると、次のようになります。

1 Cisco UCS Managerによって、変更を確認
するように要求され、ユーザ確認応答済み

のサーバのリブートが必要であることが通

知されます。

2 点滅している [Pending Activities]ボタンを
クリックし、リブートして新規ファーム

ウェアを適用するサーバを選択します。

3 Cisco UCS Managerはモデル番号とベン
ダーを、このポリシーがインクルードされ

ているサービスプロファイルに関連付け

られているすべてのサーバと照合します。

モデル番号とベンダーがポリシーのファー

ムウェアバージョンと一致する場合は、

Cisco UCS Managerによりサーバがリブー
トされ、ファームウェアがアップデートさ

れます。

サーバを手動でリブートしても、Cisco UCS
Managerによってファームウェアパッケージ
が適用されず、予定されたメンテナンスアク

ティビティがキャンセルされません。

特定のメンテナンス

ウィンドウ時に有効

になる変更に関して

設定済み。

ホストファームウェアパッ

ケージまたは管理ファーム

ウェアパッケージが 1つ以
上のサービスプロファイル

に含まれており、このサー

ビスプロファイルが 1つ以
上のサーバに関連付けられ

ている。

または

ホストファームウェアパッ

ケージまたは管理ファーム

ウェアパッケージがアップ

デート中のサービスプロ

ファイルテンプレートに含

まれており、このテンプ

レートから作成されたサー

ビスプロファイルが 1つ以
上のサーバに関連付けられ

ている。

管理ファームウェアパッケージのアップデート

ポリシーがサーバに関連付けられた 1つ以上のサービスプロファイルに含まれており、これらの
サービスプロファイルにメンテナンスポリシーが含まれていない場合、CiscoUCSManagerでは、
管理ファームウェアパッケージポリシーを保存するとすぐに、新しいバージョンを使用して管理

サーバでファームウェアが更新およびアクティブ化され、サーバがリブートされます。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認し

ます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 アップデートするポリシーを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Management Firmware Packages]を展開し、アップデートするポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 右側の表で、次の手順を実行して、アップデートするファームウェアの既存のエントリを削除し

ます。

a) 表の、変更するファームウェアバージョンの行を選択します。
b) 右クリックし、[Delete]を選択します。
c) [Yes]をクリックして、そのエントリを削除することを確認します。

ステップ 7 左側の [CIMC Firmware Packages]セクションで、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックしてセクションを展開します。
デフォルトでは、セクション内のエントリはベンダー名でソートされます。エントリをソート

するには、カラム見出しをクリックします。

b) ファームウェアパッケージに追加するリリースのファームウェアバージョンがリストされた
テーブルの行を選択します。

ファームウェアバージョンは、このファームウェアパッケージに関連付けられたサーバのモ

デル番号（PID）と一致する必要があります。誤ったモデル番号のファームウェアバージョン
を選択すると、Cisco UCS Managerはファームウェア更新をインストールできません。

c) 行を右側の表にドラッグします。
d) [Yes]をクリックして、正しいバージョンを選択したことを確認します。

ステップ 8 この管理ファームウェアパッケージに、異なるモデル番号（PID）を持つサーバの CIMCファー
ムウェアをインクルードする必要がある場合は、ステップ 6を繰り返します。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
CiscoUCSManagerはモデル番号とベンダーを、このポリシーがインクルードされているサービス
プロファイルに関連付けられているすべてのサーバと照合します。モデル番号とベンダーがポリ

シーのファームウェアバージョンと一致していれば、Cisco UCS Managerはサービスプロファイ
ルに含まれているメンテナンスポリシーの設定に従って、ファームウェアを更新します。

ホストファームウェアパッケージのアップデート

Release 1.4(3)にアップグレードする場合、ホストファームウェアパッケージによって BIOSとス
トレージコントローラのファームウェアをアップグレードする必要があります。それらのパッ
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ケージをアップグレードしないと、サーバで、CiscoUCSManagerおよびCIMCの通信に問題が発
生することがあります。

ポリシーがサーバに関連付けられた 1つ以上のサービスプロファイルに含まれており、これ
らのサービスプロファイルにメンテナンスポリシーが含まれていない場合、CiscoUCSManager
では、ホストファームウェアパッケージポリシーを保存するとすぐに、新しいバージョンを

使用してサーバおよびアダプタでファームウェアが更新およびアクティブ化され、サーバがリ

ブートされます。

注意

この手順では、ホストファームウェアパッケージがすでに存在し、Cisco UCS Managerを現在の
Release 1.4(2)にアップグレードしていることを前提としています。ホストファームウェアパッ
ケージの作成方法または以前のリリースの既存パッケージをアップデートする方法については、

Cisco UCS Managerが実行されているリリースの該当する『Cisco UCS Manager GUI Configuration
Guide』を参照してください。

はじめる前に

ホストファームウェアパッケージをアップデートする前に、次の手順を実行します。

• Cisco UCS Managerおよびファブリックインターコネクトをアップグレードします。

•適切なメンテナンスウィンドウを判断し、サーバのリブート時のデータトラフィックの中
断の影響を緩和します。

•サーバのファームウェアバージョンとモデル番号（PID）を知っていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 アップデートするポリシーを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Host Firmware Packages]を展開し、アップデートするポリシーを選択します。

ステップ 5 [General]タブの各サブタブで、パッケージに含めるファームウェアのタイプごとに次の操作を実
行します。

a) [Select]列で、適切な行のチェックボックスがオンになっていることを確認します。
b) [Vendor]、[Model]、および [PID]列の情報が、このパッケージでアップデートするサーバの情
報と一致することを確認します。

モデルとモデル番号（PID）は、このファームウェアパッケージに関連付けられたサーバと一
致している必要があります。誤ったモデルまたは型番を選択した場合、Cisco UCS Managerは
ファームウェアアップデートをインストールできません。
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c) [Version]カラムで、Release 1.4(3)ファームウェアイメージからファームウェアバージョンを
選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
CiscoUCSManagerはモデル番号とベンダーを、このポリシーがインクルードされているサービス
プロファイルに関連付けられているすべてのサーバと照合します。モデル番号とベンダーがポリ

シーのファームウェアバージョンと一致していれば、Cisco UCS Managerはサービスプロファイ
ルに含まれているメンテナンスポリシーの設定に従って、ファームウェアを更新します。

次の作業

ホストファームウェアパッケージに含まれるエンドポイントのファームウェアが Release 1.4(3)
にアップデートされたことを確認します。ファームウェアがアップデートされていない場合は、

ホストファームウェアパッケージのモデル番号とベンダーをアップデートされたエンドポイント

のそれらと照らして確認します。

Call Home のイネーブル化
この手順は任意です。ファームウェアのアップグレードを開始する前に Call Homeをディセーブ
ルにした場合にのみ、イネーブルにする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Admin]領域の [State]フィールドで、[on]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIでは、このフィールドを [On]に設定すると、このタブに残りの
フィールドが表示されます。

（注）

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Release 1.4(1)/1.4(2) から Release 1.4(3) へのアップグレード
   OL-25310-04-J 53

Release 1.4(3) へのファームウェアのアップグレード
Call Home のイネーブル化



   Cisco UCS Release 1.4(1)/1.4(2) から Release 1.4(3) へのアップグレード
54 OL-25310-04-J  

Release 1.4(3) へのファームウェアのアップグレード
Call Home のイネーブル化


	Cisco UCS Release 1.4(1)/1.4(2) から Release 1.4(3) へのアップグレード
	目次
	はじめに
	対象読者
	マニュアルの構成
	表記法
	関連資料
	マニュアルに関するフィードバック
	マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート

	Release 1.4(3) へのアップグレードの概要
	ファームウェアの概要
	ファームウェア イメージの管理
	ファームウェア バージョン
	Cisco UCS Release 1.4 へのファームウェア アップグレード
	Release 1.4(1) または 1.4(2) からのアップグレード時に必要な手順
	Cisco UCS B230 サーバの追加に必要な手順
	Cisco UCS ラックマウント サーバの統合に必要な手順

	アップグレードの注意、注意事項、およびベスト プラクティス： Cisco UCS
	設定の変更とアップグレードに影響を与える可能性がある設定
	ファームウェア アップグレードに関するハードウェア関連の注意事項とベスト プラクティス
	アップグレードに関するファームウェア関連およびソフトウェア関連のベスト プラクティス

	直接のファームウェア アップグレードの停止の影響


	ファームウェアのアップグレードの前提条件の実行
	ファームウェアのアップグレードとダウングレードの前提条件
	すべてのコンフィギュレーション バックアップ ファイルの作成
	ファブリック インターコネクトの全体のステータスの確認
	クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの確認
	I/O モジュールのステータスの確認
	サーバのステータスの確認
	シャーシのサーバのアダプタのステータスの確認

	Release 1.4 ファームウェアのダウンロード
	シスコからのソフトウェア バンドルの取得
	ファブリック インターコネクトへのファームウェア パッケージのダウンロード
	ファームウェア パッケージの内容の判断
	イメージ ダウンロードのキャンセル
	ファブリック インターコネクトのローカル記憶域のチェック
	ファブリック インターコネクトの空き領域のチェック
	ファブリック インターコネクトからのファームウェア パッケージの削除
	ファブリック インターコネクトからのファームウェア イメージの削除


	Release 1.4(3) へのファームウェアのアップグレード
	Release 1.4(1) または 1.4(2) からのアップグレード時に必要な手順
	Call Home のディセーブル化
	アダプタ、CIMC、IOM でのファームウェアのアップデート
	アダプタおよび CIMC でのファームウェアのアクティブ化
	サーバのボード コントローラ ファームウェアのアクティブ化
	Cisco UCS Manager ソフトウェアの Release 1.4 へのアクティブ化
	IOM のファームウェアの Release 1.4 へのアクティブ化
	クラスタ設定のファブリック インターコネクト ファームウェアのアクティブ化
	下位ファブリック インターコネクトのファームウェアの Release 1.4 へのアクティブ化
	データ パスの準備が整っていることの確認
	ダイナミック vNIC が稼働中であることの確認
	イーサネット データ パスの確認
	ファイバ チャネル エンドホスト モードのデータ パスの確認
	ファイバ チャネル スイッチ モードのデータ パスの確認

	プライマリ ファブリック インターコネクトのファームウェアの Release 1.4 へのアクティブ化

	スタンドアロン ファブリック インターコネクトのファームウェアの Release 1.4 へのアクティブ化
	ホストおよび管理ファームウェア パッケージのアップデート
	ホスト ファームウェア パッケージおよび管理ファームウェア パッケージへのアップデートの影響
	管理ファームウェア パッケージのアップデート
	ホスト ファームウェア パッケージのアップデート

	Call Home のイネーブル化


